
氷・水・水蒸気の授業で 2009年10月

黒川理科研究会　永沢義人

1，氷・水・水蒸気は日常の生活でいろいろと体験できるので、それを学習に

有効に活用することが大切です。

2．氷・水・水蒸気というのは水の三態変化でありますが、理科学習ではこの

水の三億変化の学習を通して、物質学習として、すべての物質は三億変化を

するの　だということの導入なのだといううふうに考えたい0

そう考えることで教材の幅も広がり学習がより豊かななものになっていくと

思われます。

3．それぞれの物質には沸点・融点があるということを大切にしたいのです。

いっしょに綴じた表を活用してほしいのです。

鉄鉱石から鉄をとるときには何度まで熱すればいいのかな0

ェチルアルコールの固体を作るには何度まで温度をさげればいいのかな0

などと、考えが広がっていきます。

4．蒸発ということを重祝しましょう。

洗濯物がかわくということ

皿の上の水がいつのまにかなくなるということ

蒸発ということを子どもと考えましょう0

液体の水が気体の水に変化するのは自然に蒸発することがほとんどです0

温度が低ければ蒸発することはすくないが少しは蒸発します0

温度が高くなれば蒸発する量は多くなります。

ァルコールのにおいがすればアルコールのきたいがあるのです。

5．蒸発がもっともさかんになる状態を沸騰といいます0

蒸発がはじまると、表面ばかりでなく、中からも底からもあわがでる

ようになります。

液全体が激しく動くようになるのです。

液体の水は沸騰しても通常の気圧では100度よりあがりません0

6．水蒸気は100度以上にならないのでしょうか0

蒸気機関車は液体の水力さら気体の水蒸気になったものをもう一度加熱して

何千度という高温にしてたくさんの客車をひっぼるエネルギーをつくるの

です。実験用具を作って、水蒸気で紙を焼きましょう0

7．液体の水が気体の水に変化すると体積が約千倍になります0

18グラムの水が22．4㍑になります。

8．うんと低い温度をつくりましょう。

食塩と氷で　ドライアイスで　液体窒素で

9．温度計を使って温度ということを意識して学習しましよう0
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